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高
齢
者
や
児
童
な
ど
の

安
全
を
守
る
た
め
、
信
号
機

の
導
入
が
困
難
な
横
断
歩
道

で
も
導
入
で
き
、
薄
暮
・
夜

間
を
中
心
に
視
認
性
向
上
に

よ
る
安
全
対
策
と
し
て
活
用

で
き
る
、
埋
め
込
み
型
信
号

灯
・
ス
マ
ー
ト
横
断
鋲び

ょ
う・

照

明
ボ
ラ
ー
ド
な
ど
新
技
術
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

土
木
部
長　
市
内
に
は
、

議
員
ご
認
識
の
と
お
り
、
千

葉
県
公
安
委
員
会
の
判
断
に

よ
り
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
が
あ
り
、
特
に
薄
暮
や
夜

間
の
時
間
帯
に
お
い
て
視
認�

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、

交
通
事
故
防
止
の
観
点
か
ら

重
要
で
す
。
ま
た
、
本
市
の

交
通
安
全
計
画
に
お
い
て
も
、

夜
間
事
故
防
止
対
策
の
推
進

を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ご

提
案
の
埋
め
込
み
型
信
号
灯

や
照
明
ボ
ラ
ー
ド
な
ど
の
新

技
術
に
つ
い
て
は
、
歩
行
者

や
横
断
歩
道
の
存
在
を
分
か�

り
や
す
く
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意

喚
起
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
他
自
治
体
に
お
け
る

導
入
例
や
設
置
効
果
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
ま
た
費
用
や
維

持
管
理
の
面
に
も
着
目
し
、

調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

公
明
党
　
野
村
　
誠

本
市
の
交
通
安
全
対
策
へ
の

�

新
技
術
導
入
に
つ
い
て

 
問 　

  

答  　
南
流
山
駅
の
北
口
駅
前

広
場
は
交
通
機
能
を
集
約
、

南
口
駅
前
広
場
は
環
境
機
能

を
集
約
し
、
日
常
的
に
訪
れ

た
く
な
る
空
間
と
し
て
計
画

さ
れ
て
い
る
。
地
元
住
民
の

協
力
を
さ
ら
に
得
る
た
め
の
、

南
流
山
駅
前
広
場
改
修
基
本

計
画
の
具
体
的
な
Ｐ
Ｒ
手
段

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
南
流
山
駅
前
広

場
改
修
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
説
明
会
の
開
催

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
本

計
画
書
の
回
覧
を
南
流
山
周

辺
の
６
自
治
会
に
依
頼
し
た

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

窓
口
で
の
案
内
を
し
ま
し
た
。

 

問 　

  

答  　

今
後
も
本
事
業
を
広
く
周
知

す
る
た
め
、
南
流
山
駅
前
で

の
パ
ネ
ル
展
示
や
本
計
画
の

説
明
・
意
見
聴
取
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
実
施
し
、

地
元
住
民
や
駅
利
用
者
の
意

見
を
伺
う
予
定
で
あ
り
、
頂

い
た
意
見
を
駅
前
広
場
整
備

に
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
施
設

や
南
流
山
駅
前
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の
掲
示
を
検

討
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
は
、
南
流

山
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
南
流

山
駅
前
広
場
改
修
計
画
の
Ｐ

Ｒ
を
含
め
、
年
末
に
間
に
合

う
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

流
山
み
ら
い
　
中
村
　
彰
男

南
流
山
駅
前
広
場
改
修

�

基
本
計
画
に
つ
い
て

小
児
の
初
期
救
急
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
医
療
機
関

で
受
診
で
き
る
体
制
を
確
保

す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

第
二
次
救
急
・
第
三
次
救
急

に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
の
医

療
機
関
へ
円
滑
に
つ
な
ぐ
広

域
的
な
連
携
体
制
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
小
児

の
初
期
救
急
に
つ
い
て
は
、

夜
間
や
休
日
に
受
診
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
流

山
市
平
日
夜
間
・
休
日
診
療

所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

夜
間
小
児
救
急
に
つ
い
て
は
、

流
山
市
医
師
会
お
よ
び
東
葛

 

問 　

  

答  　

流
政
会
　
小
沢
　
え
み
り

小
児
救
急
医
療
体
制
の

�

充
実
に
つ
い
て

病
院
と
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
第
二
次
救
急
・
第
三

次
救
急
に
つ
い
て
は
、
議
員

ご
認
識
の
と
お
り
、
市
単
位

で
は
な
く
、
医
療
圏
内
で
受

け
止
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
他
市
と

の
連
携
を
含
め
た
広
域
で
受

け
止
め
る
体
制
構
築
に
向
け
、

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

独
居
高
齢
者
の
方
々
が

今
ま
で
以
上
に
元
気
か
つ
健

康
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
行
政
の
支
援

を
は
じ
め
、
地
域
の
共
助
が

何
よ
り
も
大
切
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
独
居
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
生
活
の
さ
ら

な
る
確
保
策
に
つ
い
て
、
当

局
の
見
解
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確

認
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
給

食
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通
報
装

置
の
給
付
、
ご
み
出
し
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
支
え
合
い
活
動
で
は
、
民

生
委
員
や
自
治
会
の
見
守
り

 

問 　

  

答  　

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
聞
・
食
材
配
達
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
提
供
事
業
者

と
の
協
定
を
締
結
し
、
日
常

業
務
の
中
で
見
守
り
を
す
る

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
、
緊
急
時
に
連
絡
を

取
れ
る
親
族
な
ど
が
い
な
い

高
齢
者
の
増
加
や
、
周
囲
の

支
援
を
拒
ん
だ
り
、
近
隣
住

民
と
の
交
流
が
な
い
高
齢
者

が
少
数
い
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
行
政
の
支
援
と

地
域
に
よ
る
共
助
の
活
動
と

の
緊
密
な
連
携
が
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
安
全
・
安

心
な
日
常
生
活
に
つ
な
が
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

流
政
会
　
青
野
　
直

独
居
高
齢
者
の

�
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

西
口
駅
前
広
場
で
は
、
雨
天

時
や
夕
方
に
送
迎
車
が
集
中

し
、
二
重
、
三
重
停
車
に
よ

り
後
続
車
の
通
行
や
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
車
両
と
歩
行

者
の
動
線
が
錯さ

く

綜そ
う

し
て
い
る

た
め
、
安
全
上
の
課
題
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

市
長　
当
該
広
場
は
、

曜
日
や
時
間
帯
、
天
候
の
状

況
に
よ
り
駅
利
用
者
の
送
迎

車
両
で
混
雑
す
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
特
に
雨
天
時

の
夕
方
の
時
間
帯
な
ど
、
特

定
の
状
況
下
に
お
い
て
著
し

く
混
雑
し
て
い
ま
す
。
交
通

 

問 　

  

答  　

量
調
査
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
大
型
物
流
施
設
の

稼
働
に
伴
う
企
業
送
迎
バ
ス

の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
実
施
し
ま
し
た
が
、
以

後
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

令
和
９
年
度
に
、
曜
日
や
時

間
帯
、
天
候
別
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
状
況
に
お
け
る

交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
後
交
通
広
場
の
基
本
計
画

を
策
定
し
て
、
将
来
の
交
通

需
要
に
対
応

す
る
交
通
広

場
と
な
る
よ

う
、
改
良
を

目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

流
政
会
　
渡
辺
　
仁
二

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
西
口
の

�

交
通
混
雑
問
題

日
常
生
活
に
強
い
活
動

制
限
が
あ
り
な
が
ら
、
指
定

難
病
受
給
者
証
や
障
害
者
手

帳
の
対
象
外
の
人
が
い
る
。

①
医
師
の
意
見
書
な
ど
に
記

載
の
症
状
や
日
常
生
活
の
状

況
か
ら
、
市
独
自
に
対
象
と

す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
は
。

②
市
へ
の
相
談
を
分
析
し
、

実
態
把
握
を
充
実
さ
せ
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　
①
市

単
独
の
福
祉
施
策
と
し
て
、

障
害
者
手
帳
や
指
定
難
病
受

給
者
証
が
な
い
場
合
で
も
医

師
の
意
見
書
な
ど
に
よ
り
対

象
者
を
判
断
す
る
仕
組
み
に

つ
い
て
は
、
判
断
基
準
の
明

確
化
が
極
め
て
困
難
な
た
め
、

 

問 　

市
の
判
断
に
基
づ
く
金
銭
的

な
給
付
や
サ
ー
ビ
ス
給
付
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
②
各
相
談
窓
口
の
記
録

で
は
、
障
害
者
手
帳
や
難
病

受
給
者
証
の
有
無
、
健
康
上

の
問
題
、
既
存
制
度
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
理
由
、
必
要

と
さ
れ
た
支
援
な
ど
を
記
載

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
相
談
窓
口
で
は
、
事
例
と

そ
の
対
応
方
法
を
共
有
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
課
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
会

議
の
場
な
ど
、
各
相
談
窓
口

が
集
ま
る
機
会
な
ど
を
利
用

し
、
市
民
の
実
情
把
握
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

阿
部
　
治
正

福
祉
の
谷
間
に
置
か
れ
た

�

市
民
へ
の
施
策
充
実
を
！

  
答  　

①
夏
場
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で

は
。
②
台
湾
観
光
客
の
集
客

に
つ
い
て
、
旅
行
代
理
店
と

の
交
渉
な
ど
を
中
心
に
、
団

体
客
を
主
な
対
象
と
し
た
定

番
商
品
化
を
目
指
し
て
は
ど

う
か
。
③
自
ら
の
体
験
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
コ
ー

ス
を
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

経
済
振
興
部
長　
①
日

本
政
府
観
光
局
が
発
表
し
た

訪
日
外
客
数
に
よ
る
と
、
今

年
は
７
月
と
し
て
の
過
去
最

多
を
記
録
し
て
お
り
、
東
ア

ジ
ア
な
ど
を
中
心
に
、
夏
季

休
暇
に
合
わ
せ
た
訪
日
需
要

の
高
ま
り
が
あ
る
た
め
、
夏

 

問 　

  

答  　

森
田
　
洋
一

外
国
人
観
光
客
誘
致
の

�

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

季
も
誘
致
の
機
会
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
引
き
続
き
訪
日

外
国
人
の
動
向
を
注
視
し
、

誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
②
今
年
度
も
台
湾
の

旅
行
会
社
を
訪
問
営
業
し
、

流
山
本
町
を
訪
れ
る
こ
と
が

組
み
込
ま
れ
た
定
番
の
ツ
ア

ー
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
③

外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
は

多
種
多
様
で
、
日
本
人
に
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
訪
問
や
体
験

の
需
要
が
多
い
こ
と
を
認
識

し
て
い
ま
す
。
外
国
人
向
け

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
さ
ら
な

る
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
が
大
き

な
改
定
率
と
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
①
見
直
し
の
仕
組

み
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

っ
た
と
分
析
す
る
か
。
②
分

析
は「（
仮
称
）流
山
市
上
下

水
道
事
業
経
営
戦
略
」
に
ど

う
生
か
さ
れ
る
の
か
。
③
負

担
感
や
市
民
の
納
得
と
共
感

を
得
る
た
め
の
周
知
啓
発
は
。

上
下
水
道
事
業
管
理
者　

①
下
水
道
使
用
料
は
、
見
直

し
の
具
体
的
基
準
を
設
け
ず
、

経
営
状
況
か
ら
判
断
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
回
大
き
な
改

定
率
と
な
っ
た
理
由
は
、
県

に
支
払
う
負
担
金
の
単
価
が

平
成
21
年
度
か
ら
令
和
９
年

公
明
党
　
岡
　
明
彦

本
市
の
下
水
道
使
用
料

�

改
定
に
つ
い
て

 

問 　

  

答  　

度
ま
で
に
約
31
％
上
昇
し
て

い
る
中
、
本
市
で
は
価
格
改

定
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
今
ま
で
下
水
道
施
設

の
更
新
は
壊
れ
た
と
こ
ろ
を

直
す
考
え
方
で
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
壊
れ
る
前
に
更
新

す
る
考
え
方
に
大
き
く
か
じ

を
切
る
た
め
、
老
朽
化
対
策

の
加
速
化
が
必
要
な
こ
と
が

主
な
原
因
と
考
え
ま
す
。
②

改
定
条
件
や
方
法
、
手
順
を

明
記
し
ま
す
。
③
な
が
れ
や

ま
上
下
水
道
だ
よ
り
や
広
報

な
が
れ
や
ま
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
や
審
議
会
で
市

民
の
意
見
を
聴
取
し
ま
す
。


